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ごふかくさ てんのう みよ げんのう おしょう とく たか 

むかし 後深草 天皇の 御代に、 玄翁 和尚と いう 徳の高 

ぼう にっぽん くにじゅう ほうぼう ある 

い 坊さんが ありました。 日本の 国中 方々 めぐり 歩い 

ときおう しゅう みやこ かえ とちゅう しら かわ 

て、 ある 時 奥州から 都へ 帰ろうと する 途中、 白 河の 

せき こ しもつ け なすの はら 

関 を 越えて、 下野の 那須 野の 原に かかりました。 

なすの はら リ ほう ひろ ひろ はら 

那須 野の 原と いうの は 十 里 四方 も ある 広い 広い 原で、 

あいだ けん いえ な とお ほう 

むかし は その 間 に 一 軒の 家 も 無く、 遠くの 方に 山が 

み みわた かぎ くさ 

う つ すリ 見える ばかりで、 見渡す 限り 草が ぼうぼうと 

生い茂って、 きつね やし かが その 中で 寂しく 鳴いて い 

る だけでした。 玄翁 はこの 原 を 通りかか ると、 折 ふし 



あ..？ すえ か おばな しろ わた 

秋の 末の ことで、 もう 枯れ かけた すすき 尾花が 白い 綿 

めん あいだ さの こ 

をち らした ように 一面に のびて、 その 間に 咲き残つ 

のぎく さび 

た 野菊 やお みなえ しが 寂しそう にの ぞいて いました。 

げんのう おしょう にち のはら ある ある はんぷん 

玄翁 和尚 は 一 日 野原 を 歩き どお しに 歩いて まだ 半分 

みじか あき く み 

も 行かない うちに、 短 い 秋の 日 はもう 暮れ かけて、 見 

み くら さき 

る 見る そこらが 暗くな つてき ました。 この 先い くら 

とま いえ み 

行っても 泊る 家 を 見つける あて はない のです から、 

こんや のじゅく 

今夜 は 野宿 をす るかく ご をき めて、 それにしても、 せ 

こし やす かげ おも 

めて 腰 を かけて 休める だけの 木の 陰で もない かと 思つ 

ゆう み ぽん 

て、 夕 やみの 中で しきりに 見ました が、 一 本の ひよ ろ 

まつ た 

ひよ ろ 松 さえ 立って はいませんでした。 それでもと 



わたしに 御用が あるので しょうか。 偶然ながら、 こう 

ひとばん やど ねが れい なに あ 

して 一晩のお 宿 を 願った お礼に、 何 かして 上げる こと 

が あれば 何でもし ましょう ご 

げんのう 

と 玄翁 はいいました。 

なみだ 

すると 女 は 一 涙 を はら はらと， /ほして、 

あ がた ぼう さま 

「あなた は 有り難い ぉ坊 様の ようです から、 くわしく 

はなし き いただ ねが 

わたしの 話 を 聞いて 頂いて、 その上に お願いが ある 

き 

ので ございます。 お聞きに なった こと も あるでしょう 

いん ごしょ 

が、 じつは わたし は、 むかしな にがしの 院 さまの 御所 

め つか たまもの まえ もの 

に 召し使われた 玉藻 前と いう 者で ございます。 もと を 

てんじく のす び 

いいます と 天竺の 野に 住んだ 九 尾の きつねでした。 き 



たい にみ ち 

り 立てて わたし を 射させました。 わたし はもう 逃げ道 

ふたり ぷ し やさき 

が なくなって、 とうとう 二人の 武士の 矢先に かかって 

たお からだ たましい 

倒れました。 けれども 体 だけ は ほろびても、 魂 は 

ほろびずに、 この 石に なって 残りました。 わたしの 根 

ぶかい 悪念 は 石に なつ て も ほろびません。 石の そばに 

よ けもの どく たお 

寄る もの は、 人で も 獣で も 毒に あたって 倒れました。 

せっしよ うせき よ 

みんな は 殺生 石と いって、 おそれて そばへ 寄る もの 

こんや かぎ 

はありませんでした。 それが 今夜 あなたに 限って、 

せっしよ うせき よ あ なん わざ わ 

殺生 石 の そばに 夜 を 明かしながら、 何にも 災 い のか 

ほとけ みち 

からな いのは ふしぎです。 これ はきつ と 仏 さまの 道 

^かしん くどくち が 

を 深く 信じて いらっしゃる &徳に 違、.， ありません。 あ 
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